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研究成果の概要（和文）：明治15年頃の地誌叙述の数量化に基づく地図化によって，例えば，2004年10月20日の
台風災害時の雨量変化などに主題を設定し，地域環境を可視化することができた。 また，加佐郡の旧版地形図
をもとに，土地利用GISデータの地図化を進め，舞鶴地方史研究会で二度のワークショップを開催し，地元の
方々のご意見を聞く機会を設け，さらに，東アジア環境史協会大会(EAEH 2023)での研究発表を行い論文作成を
進めた。史資料のデジタル化として，2023年4月にWEB「まるまる舞鶴」で「田辺藩土目録」「京都府地誌 加佐
郡村誌」などのデータ・コラムを公開した。今後の分析あるいは論文作成等に大いに役立つ成果である。

研究成果の概要（英文）：Mapping based on the quantification of topographical descriptions from 
around 1882 made it possible to visualise the local environment. For example, a topic was set as the
 rainfall change during the typhoon disaster on 20 October 2004. In addition, based on the old 
topographical maps of Kasa-gun, we have mapped the land-use GIS data, held two workshops at the 
Maizuru Local History Study Group and provided opportunities to listen to the opinions of local 
people, and presented our findings at the East Asian Environmental History Conference (EAEH 2023), 
where we also prepared a series of papers. As part of the digitisation of historical materials, data
 and columns were made public on the web 'Marumaru Maizuru' in April 2023. The results are very 
useful for future analyses and thesis writing.

研究分野： 経済史・環境史

キーワード： 小農経済　有機経済　環境史的地域研究　化石燃料消費社会　再生可能エネルギー社会 

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
村を単位とする日本特有の情報集積である明治初期・中期の郡村誌に関して，特に，京都の加佐郡に関する歴史
資料を丹念に分析し，各種の可視化を行い，広く興味のある方々へ公開することができた。それは，現地の方々
にとって，今後の災害対策等に活かせるだけではなく，さらにその議論が歴史研究者に留まらず気象学・気候学
あるいは水文工学の理系研究者との協働で進められた意義は大きく，東アジア環境史協会大会での発表を通じ
て，東アジアを超えてアジア環境史協会設立に向けても学術的な貢献をすることができた。また同時により詳細
な歴史研究を可能にし，歴史研究における再現可能性を高める歴史資料のデジタル公開を行なった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
本研究の目的は，再生可能エネルギー社会への転換が急がれる現在，江戸時代から現代まで

の長期にわたって長く生き延びることのできた小農経済に着目し，改めて日本の産業革命期に
関して環境史的地域研究を推進することにある。すでに近年の経済史研究によって，小農経済を
基層に徳川時代に萌芽を見た経済発展のあり方は「在来的経済発展」として位置づけられている。 
本研究は，その在来的経済発展の自然環境的基盤つまり小農経済の生態学的地質学的成立基

盤と地域ネットワークの変容を，明治初期から中期に作成された皇国地誌等の郡村誌の比較研
究に基づき，旧郡レベルの地域単位で環境史的に明らかにすることを課題とする。 
つまり，化石燃料消費社会への移行期において，太陽光に基づく植物の光合成によるエネル

ギー創出を起点とする有機経済が地域の発展にいかに効果的であったのか，あるいはそのよう
な有機経済は何を起因にいかなる過程で放棄されるのかを実証することにある。 
 
２．研究の目的 
経済史研究は近代への移行期に関して長く深く探求してきた。ただし，その多くは進化論的

な発展段階論の影響を少なからず受けている。その中でリグリーの有機経済に関する議論だけ
はその議論が人口現象と関わる複雑なメカニズムを想定しただけに，一歩抜け出している可能
性がある。しかし，進化論的な議論に対して十分な情報と証拠とその論理を展開できているわけ
ではない。 
本研究の独自性はその議論に 1960 年代以降急速に研究成果が蓄積されてきた環境史研究の

成果を組み込み，この有機経済社会からの移行過程について段階論的な歴史進化のメカニズム
を解明することではなく，小農経済の生き残り戦略に注目し，皇国地誌を中核に近世から大正ま
での長期の環境史的比較研究を遂行することが目的である。 
 
３．研究の方法 
① 明治 15 年頃の地誌叙述の数量化に基づく地図化によって，地域環境を可視化する。また，

舞鶴町との市場ネットワーク関係は地誌の叙述で知ることができるが，他にも先に紹介し
た久田美の作方年中行事には「町方こへ得意」などの記述があり，村で所有している舟を利
用して糞尿である下肥を旧正月に田辺城下で集めていることがわかる。現在利用できる「作
方年中行事」のある村が含まれる三地域を抽出しているが，同史料の悉皆調査に基づき，加
佐郡全体の有機経済の実態を数量化・地図化を推し進める。 

② 洪水・旱魃リスクは気象条件並びに水文学的な河川条件などとの関係が深く，モンスーンア
ジアに関する PMIP・CMIP 並びに極端現象を扱うことができるユニークな d4PDFのデー
タを解析することにより，この地誌叙述の自然科学的な検証を行う。すでに，バングラデシ
ュの一地域に関する地域研究で採用した手法を援用して，近世近代日本の水文気象学的な
地域研究を遂行し，桐実生産に特化した地域や養蚕に特化した地域などの地域特性に関し
て，自然科学的な知見に基づく環境史的な実証研究を遂行する。 

③ 明治 15 年頃の地誌は近世期及び大正期に作成された地誌との比較検討をすることができ
る。郡単位全体を掌握する地域把握は，それぞれの為政者の意図によって大きく内容を異に
する。しかし他方で，有機経済的な基盤を有する限り，共通項も存在したことが証明できそ
うである。この共通項とは何か。この点を明らかにすると同時に，村落単位の叙述が明治の
町村合併によって大きく変化することを跡付けることによって，地域の情報の何が変化し
何が変わらないかを明らかにしたい。 

 
４．研究成果 

3年間の研究計画として次の三つの課題を有していた。そこに 2022年 7 月 19日に雨量モデ
ルのデータセットが公開され，1 kmメッシュの可視化復元が可能となった。本研究には決定的
なデータセットの登場であり，研究期間を一年延長して，新たな課題に取り組みことにした。そ
こで，それぞれの課題を記述した後に，[実績]として，これまでの研究成果を叙述することにす
る。 
① 明治 15 年頃の地誌叙述の数量化に基づく地図化によって，地域環境を可視化する。[実績] 

洪水・旱魃に関しては，さらなる可視化の精緻化を進めつつ，例えば，2004年 10 月 20日の
台風災害時の雨量変化などを参考にして，これまでの可視化作業の点検を行った。また，昨
年度，加佐郡の旧版地形図をもとに，土地利用 GIS データの地図化を進めた結果を受けて，
2023年 7 月 29日に舞鶴地方史研究会でワークショップ「記録と記憶とモデルによる自然災
害の復元：舞鶴・福知山の環境史②」を開催し，地元の方々のご意見を聞く機会を設けた。
なお，研究期間を延長する前に，この 7 月の会合の五ヶ月前に，中間報告として，「過去の
自然災害データから学ぶ—舞鶴・福知山の環境史--」と題して，本研究参加者全員が報告を
行なった。これが舞鶴・福知山の環境史①であった。 

② 地誌から地図化することのできる地域環境の諸要素の中で、例えば、洪水・旱魃リスクは、



気象条件並びに水文学的な河川条件などとの関係が深く，地誌叙述の自然科学的な検証を行
う。[実績] 現時点での検証結果に関しては，東アジア環境史協会大会(EAEH 2023)での研究
発表を行った。また，現在データおよび過去の気象ならびに水文学的なデータに関しても整
理を進め，新たな視点からの理系と文系の協働した論文作成を進めた。特に，①に記載した
現地での二回にわたるワークショップは歴史データや気象データだけでは理解が及ばない
現地で災害を実際に経験した方々の証言が，学術的な研究においても非常に重要であること
を確認することができた。学術論文の作成あるいは国際学会等での報告にあたり，それぞれ
の学術分野の手法に則りながらも新たな視角等を得る貴重な機会となった。舞鶴地方史研究
会のような組織や現地での活動は非常に貴重であることを改めて認識することができた。 

③ 有機経済的な基盤とその差異に関する実証研究において、村落単位の叙述は明治の町村合併
によって大きく変化する。一村落そして複数の村落の持続性をいかに評価するか。[実績] こ
の点，令和 3年度までに遂行した史資料のデジタル化に基づいて，2023年 4 月に WEB「まる
まる舞鶴」で「田辺藩土目録」「京都府地誌 加佐郡村誌」などのデータ・コラムを公開した。
今後の分析あるいは論文作成等に大いに役立つ成果であると考える。また，今後も新たな学
術研究の成果を得るたびに，現地へとその研究を投げ返す活動を続けて行く予定である。 
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